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〔名古屋市の梅毒報告数〕 

 本市における梅毒の 2025 年第 1 週から第 46 週までの累積報告数は 473 人です。近年、

梅毒の報告数が全国的に増加しており、本市における 2025 年の報告数は過去最多であっ

た 2023 年を上回りました。（「梅毒累積報告数（名古屋市）」を参照） 

 梅毒は、梅毒トレポネーマという病原体による感染症で、感染経路は感染部位と粘膜や皮

膚との直接接触（性的接触）です。 

 梅毒の症状は、時間の経過とともに局所から全身に広がっていきます。症状が一時的に消

失しても治療を行わないと病気は進行します。また、感染しても症状が現れない場合や治

っても再度感染することがあります。 

 妊婦が梅毒に感染すると、胎盤を通して胎児も感染し、死産や早産、先天梅毒を起こす可

能性があります。 

 梅毒の治療には抗生物質が用いられます。 
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＊2025年は名古屋市は第46週、全国は第45週まで
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梅毒報告数の推移（名古屋市）

男性

女性

(人)

＊2025年は第46週まで

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

1 4 7 10 13 16 19 22 25 28 31 34 37 40 43 46 49 52

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月12月

梅毒累積報告数（名古屋市）

2021年

2022年

2023年

2024年

2025年(＊)

週

＊2025年は第46週まで

(人)

0 5

71

45 50 51

15
7

0

15

142

34
21

13
4 0

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100
110
120
130
140
150

梅毒性別・年齢階級別報告数（2025年名古屋市）

男性(n=244)

女性(n=229)

(人)
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